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令和８年度第１回名取市社会教育委員の会議概要記録 

○日時 令和 8 年 5 月 26 日（火）午前 9 時 30 分～10 時 40 分 

○場所 仙台法務局名取出張所２階 会議室４ 

○出席者（7 名） 
和栗委員、村上委員、管野委員、本郷委員、久米委員、東門田委員

鈴木委員 

○欠席者（3 名） 猪股委員、豊島委員、齋藤委員 

○事務局出席者 

鈴木教育長   

山家教育部長 

生涯学習課 大元課長 

      熊谷課長補佐 

浅野公民館係長 

工藤生涯学習・青少年係長 

      加藤図書館長 

○傍聴人 なし 

 

会 議 概 要 

 

委嘱状交付 

開会に先立ち、異動のあった後任委員４名へ委嘱状を交付（代表受領 村上委員） 

会議成立の確認 

名取市社会教育委員会議規則第５条第１項により、委員過半数の出席を確認し会議成立を宣言。 

会議公開の確認 

名取市審議会等の公開に関する要綱第２条の規定により、公開の対象となる旨を告げる。 

傍聴席を設けていたが、本日の傍聴者はなし。 

会議録作成の確認 

 会議録は要点筆記とし、事務局において作成することを確認。 

 会議録は一定の期間、市政情報コーナー及び市ホームページで公開されることを確認。 

 

１ 開    会 進行：熊谷課長補佐 

２ あ い さ つ 鈴木教育長・鈴木議長 

３ 議    事 進行：鈴木議長 

（１）諮問事項 

令和８年度社会教育関係補助金交付団体について資料 1 

資料 1 について説明 （説明：工藤係長） 

鈴木議長 

 意見や質問等はあるか。 

本郷委員 

自分の所属する団体でも本補助金を受けており、様々な活動展開に役立てている。 
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村上委員 

 各地区青少年健全育成会のうち、増田西地区が除かれている理由は何か。 

事務局 

 補助金の対象については、前年度の１０月頃に事業計画の提出を求めながら確認を行っている。

当該地区は運営資金が充実しており、補助の申請が行われていないものである。 

村上委員 

 会員世帯からの徴収を減らすなどして、補助金を得られるように運営していくべきなのか。 

事務局 

 会員からの徴収をはじめとする運営資金の管理方法は地区に委ねられており、当局から在り方

を指定するものではない。ただし、運営資金に不足が生じた場合は補助を行うことのできる体制

は整えている。 

久米委員 

 各地区青少年健全育成会では、繰越金が生じないように運営をしながら補助金を申請すること

を原則にしてはいるものの、地区それぞれに事情や方針があるため差異が生じている次第である。 

 

⇒他に意見・質問等なく原案のとおり承認 

 

（２）報告事項 

ア.令和７年度社会教育関係事業報告について  

資料２について各担当が説明（説明：工藤係長、浅野係長、加藤図書館長） 

 

イ. 令和８年度社会教育関係事業計画について 

    資料３について各担当が説明（説明：工藤係長、浅野係長、加藤図書館長） 

   

ウ.令和７年度公民館事業評価について 

  資料４について説明（説明：浅野係長） 

鈴木議長 

 報告事項ア～ウについて、意見や質問等はあるか。 

  和栗委員 

   公民館事業についてだが、見直しを実施した公民館での正月行事は賛否両論があったものの、 

無事に定着している。事業実施には地元団体の協力が不可欠なものだと改めて感じている。 

鈴木議長 

 令和７年度社会教育関係事業報告に地域学校協働活動事業について、増田西小学校区における

延活動人数が９，０００人超と突出している。増田西小学校ＰＴＡ役員でもある管野委員に要因

等を伺いたい。 

管野委員 

 地区の子ども会に参加しない世帯の増加におより地区の繋がりが薄れていることが背景にある。

延活動人数が突出しているのは、本来的に地区子ども会が担う事業を学校側の活動に盛り込んだ

ことが一因にあると考える。 
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事務局 

 地域学校協働活動事業において、増田西小学校区の延活動人数が非常に多いのは、登下校の見

守り活動に精力的に取り組んでいることと、他校区において同活動を実績に計上しないケースが

多いことも要因である。 

鈴木議長 

 尚絅学院大学において生涯学習機会を提供する事業を今年度も継続するということだが、同校

の東門田委員に展望等を伺いたい。 

東門田委員 

 昨年度の同事業は尚絅学院大学のキャンパスを会場に実施し、普段は訪れる機会の少ない場所

での開催に好意的な意見の一方、交通アクセスの悪さが課題だった。これを受け、今年度は大学

及びアクセスの良い２箇所を会場とし、学生も交えたワークショップ形式の講座を開催する方向

で協議を進めている。 

 

   ⇒他に意見・質問等なく報告事項ア～ウについて原案のとおり承認 

 

（３）その他（説明：工藤係長） 

 ①名取市男女共同参画推進委員の推薦（市民協働課依頼）について 

   ⇒事務局より村上委員を推薦する案が提出され、同案が承認された 

    村上委員の推薦は事務局より回答 

 

 ②青少年健全育成名取市民会議主催の市民のつどい案内 

   ⇒事務局より６月２０日（土）に開催される同イベントについて情報提供があった。 

  

③仙台管内社会教育委員連絡協議会総会並びに社会教育・社会体育課長合同研修会の出欠 

   ⇒出席希望者なしのため、事務局より欠席の旨を連絡することとなった 

 

（議事一切を終了） 

 

 

５ 閉   会 

10：40 終了                               以上 


